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セイタカアワダチソウ (Solidag-oaltissimaL.)
の日本における分布
中 川 恭 二 郎 ･鹿 本 敬
七イタカ7ワ/チソウを含むアキノキ リンソウ屈 (SolidagoJ.lS,)には約 125種が認めら
れその大部分は｣ヒアメリカに分布 し, ヨ ー ;コ ､,ノ′くItP南7メリカには 2-3机より ナ亡かった
(BrittonandBrown1913).これまてにLl凍ては次の8種のili背が認められている (大
井 1972,北村ら1958,長U]1972).
SolZdago(goldenrod)
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subsp.asialicaKitamura
sLIbsp.lel'ocarヵaHul一.
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これらのうち日本各地に急速に分布が広がっているのは七イタカアワシテソウてある.
本棟は開花Ig]が10月中旬以降 11月までで, 地位よりおそく,箪丈が高 くて2-3mにも
適し,兼の両面に毛があって 粗造であることなどで 他柾 と区別てきる.明治301rLにLL本
に入ったとの記録はあるが,一般に分布がひろがったのは第 2次世界大戦後のことて,追
駐叩の物資など米国から入った輸入品に附馳 して伝播Ll=と考えられる.西u木にとくに
多く分布し,しかも珊市の近郊において他の輩本柄物を庁倒して雄一群落を形成して目立
ち,開花n]になると‖占個にな,5ことが多い.咋/{その分布範閏が拡大する帆 ･'可かあり,そ
の防除が重要になる可能性がある.そこで 1971年に日本全国の周立 および 珊府県立の農
濃試験場の雑草研究担当者および捕物研究者の協力を得て,分布状博を調査するとともに,
われわれ自身て各地の突態を調査した.未詞tt_g)地域もあり,喝r91-によって調_ftに純粗が
あり末だ必ず しも十分ではないが,これまでの結果をとりまとめて報告することにした.
木調.杏.のtR掛二当っては,前記の全国各地の維/.rE研究=f;-,爪物研rjlE背だけ'llなく,捜頂改良け及n
にもr:,I/刀)恥 ､た府爪も多い. また制度のソさ施ふよひとりまとめには兵岬爪弛~莱試験収の山附IUつ,矢
野Pilf･兵両氏,剛 LJ-);草根饗生物m･Jjt所の田村iluu7-氏の揺nJを得た 協力鮎 ､た諸氏に深く煉刺す,:I.
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調 査 方 法
1,日本全国の分布 (アンケー ト調並)
1971咋秋,1-イタカ7ワjL'チソウu)[榔 ヒ1抑こ,全円の榔附け.1:止STi:菜試駁場および国立北
海道農業試験場の祁笹防除研究qI.J絹･にJ.'】/y_末女批和し,現在七イタカ7ワタナソウが分
布している都l打名,Jl=_苛地および群落状態,典内-のf立入イ~l･'.と七イタカ7ワタチソウ仰落
に代る前V)群落iI.Lil)Q:純Fくどの.-ultを俵杓LL ′Hn也は次の 18に区分した.
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耶落状態は下記の4区分 とした.
^.ほとんどセイタカ7ワJyチソウの7tの耶務にな･'ている､
B.仙椎と鮎/卜しているがかtCI)多く托かけ｢'れる.
C.まれに生育していろ,
D.まったくijtlかけf亡い
t
2.現 地 調 査
アンケー ト凋舵では.-N.7/戸省の主税が入ること(=埋けられない.とくに打落状態oll丈.分に
明確な基準を設定することが｢q雌であ り,調〆た省による肘Viの くい拙いを作17･-.する必要が
ある. そのため筆者らは 1971年よt)3年間鉄道や自動･卜を利用して,できるだけ 多くの
地方を【rlIり,主として咋窓から沿線の分ノ恥状況を胡如し,全Ldを一つの1.1幣によって比較
できるようにつとめた.しかし北i鋸al,東北,Lig了は虎取 九州南部などの状況の把伽は不
十分てあ-,た.
アンケー トによる全同分布.IJ附亡の結果,LI湘.-県下では南部の種苗化地域だけでなく,山
間部にもかなり多く分布していることが明らかに/(ったので,1973年11月に.兵畔爪;Z
旗業試験場との共l司で,兵岬県内の主な道路と鉄道の沿線の分布を訓査した.
調 査 結 果
1.生育地と群落形成状態
凋む.票によって調査が行なj'れたのは 32郡迫田yr.I･であへた. 詞在票を送付したのが 11
月であり,東北や山陰などの分布が少ない一部のり,l/Cは.評.Jjlt.かけ1煙てありたため,,-W作男
には記入されず,あとてu入していることが打H'ilされた根 しある.
生育地別の分和状態を A,B,C,Dの4tメ二分するだけでなく,AとB,BとCのよう
に2隅級にまたがる表示をされたものがあったので,それらを2附純の･†欄 と‖1;-lnlL,全
体を,Aを6,Dを0とした7桝純の,.f.′･よに読Zt伴えて邦道JH9柑 ｣および 生育地別に-IJl･計
した.全地域を対負に仰 T村別に.渦証された珊道 Jl･雌 と一部の地j･屯を抽出aIJ.ヂたされたとこ
68 I.r'l･'7:研rJTti
ろとが混在しておt), .7tF･価のL&碑も必ずしも同一ではないため,各都道府県の調子t結果を
均一な比市で･i]t･.汁した紙墨は力漕L(正庇に′JとしたもCT)とはいえlLEい.しかしリ3地調lL､の挑
発と照合してみて,それがほぼ正しい帆rEIJを/I-(していることを確認した.
セイタカ7ワダチソウが 分布していた都府県の嗣tE表によって,邦桐県別に18区分の
生育地のうち投入か認められた生育他種珊数,各ノヒ育地の分布状態の評点の合計,評点の
合計を生育地数で除した平均評点を第 1表に'T;した.ノヒ帯地数が小さい宮城ではfi三宅の周
辺だけに,山梨では畑uj周辺にだけ見出されており,肝馬ては川水路ぞいと河原,鉄道線
路ぞいに,静岡では畑の1.7J辺と道路わき,住宅の周辺に侵入している.生育地教が多 くな
るにしたがって各所に姐出されるようになり,其唖では全生育地に,大分でu水剛を除い
第 1lJK･ 榔府県別七イ=77'/Jrナソウ分布稚庶
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. 崎 6 12 2.00
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て,大阪では水田と森林を除いて,奈良と福岡では水圧は 普通JlをF,/i:いて,佐門では水附
と体刑川を除いて,その他の全生育地に伐入している,
各部九馴詩の群落形成程度の評点を/F.育地別にJき計した紡巣を第 2蓑に示した.河川の醍
防と鉄道線路ぞいには大きな群落になっていない.汁.点2と他種と泥′卜しながらもかなり多
く見かける評点4とがとくに_19く,調査された多くの都府県に分布している.道路わきと
f]三宅の周うJ,畑の周辺にも多くの抑何県で見かけられているが,大きな群落になっていな
いことが多い点で前審と兇なっている.畑の用辺では その帆句がとくに強く70.8%は,汁
点2に属する.河原と工場敷地とでは各乱費に分放しており,工場敷地ではセイタカアワ
ダチソウだけの叩-群落が存在するとこZJが滋7rL京都,大阪,広島の4県で認められて
いる.用水路ぞいでは大きな群落は少ない帆'FTJがあり,新規造成地,放棄rlL -lijk棄畑では
分布か認められた邦的児数が20以下とかなり少なくな-,ている.林緑ては 分布都府県数
55yJt-(t975)
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が 14ヒさらに少なく/i:i),その約､に分が .:l',市.2であ たー.休耕田は 評点 1が3都府県,
2が8耶Tl･f県で全休U)73.3%LtEiめてい/=が, .,i,点6も柚'ylyf.l,で認められている. 馴劇
地 ･普姐仙 ･森林･緑)rliては分布している肺Jl.'l.lt数も少なく,まとまった群落にはなって
いす亡い.水田には兵押出の山間地 11Lq村だけで認められているが,水利の悪い乾rt]状態の
ところであろう.
第2表に示したFL帯地別の肝./_'G形成Q.度の1'Tfノミにその評′かこ相当する群落状態と記版し
た都翻 .ゝ数を東じて全国の合;Jt値を出し,その桁が最も大きかった河川の粧防を 100%と
壬でi'2プ壬 J_L台 地 別 の 群 席 状 態
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即滞形成柑任の評点別榔何県敬
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したときのその他の生育地の比率を罫出して例示したのが第1同である.したがって第 1
剛 よ各′1=d育他にセイタカアワダチソウが定着する機会の多少とそこで形成する群落の大き
さの程度を総(†して表現したものである.鉄道線路ぞいと道路わきは河川の矧坊と同税空
に大きく,七イタカアワタす ソウの群落がもっとも形成されやすいところである.作宅の
周辺や工場敷地は人為が入る傑正により,また河原は川の状態により群落の形成程度が埠
なり,河川の堤防などよりやや低い値をホしている.用水路ぞい,新規造成地,放免 .El,
放東畑,畑のJ;.1]辺では条件によって躍落私度が抑制される程度がより大きく,前者より比
率がさらに小さくなる.山林の原1,照がある林緑,土城が多湿なことが多く放棄後のfl･L数が
短い休耕田,管確作男がよく/riなわれる樹陶地や常道畑などでは群落形成石き度比率が的下
する.海lJ.i.や森林では比率がさらに低 く.自然現職がセイタカアワダチソウに適さないよ
うである.
TU ltrT`叩 兜
??
?
?
?
?
????? ? ? ???? ??
??
?
?
?
??
?
?
?
? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
??
?
?
??
?? ?
?
?
?
卿 欣 什 休 出rI-緑 ly.'-森 水
の
m
氷 l)r･ 硫 施
m 辺 仰 紬 FTl 地 TP 畑 林 田
H,r1【当 群落形成状態の/=折fJ也による差界
JJ,仰TfTE朋 IJ耶孫形l湖IC態評点0.1生Tf地別合二川l'Lの17rJHlLのガ壬防に対すろ比率-
2.分布と侵入時期
北九州の八幡附近には昭和25,26咋卿 立入し,次gJ'に雨の-)jにひろがっている. 福岡
yr,･.では昭和 36咋ごろには行橋,肌塚.前岡で,40年ごろには,甘木で,筑後では431F･
ごろから見かけられるようになっている.-JC分爪では昭和42-43年ごろ,福岡県と隣接
した中枠市でわずかに見られる帝度であ-,たのが,44昭 二は別府市や大分市までひろが
り,筑後川上流の日日liても見られ て い
る.46年には標高450m 以下の地帯では
全県下に分布するようになっている,佐'L"i
y.I,-の平_V.f部でも良崎本線沿いに濃齢 二分祁
するようになり,山間地を除いて諌早TFや
長崎市でも認められているが,ここでは大
きな群落にはなっていない,腐児剛 1.や 宮
崎県でもかなり広い地域に分布して いる
が,セイタカアワダチソウのri一群落にFc
っているところはない.九州における分布
地域とひろかっていった咋代を第21実Hこ'Tt
した.
中国地方では中flq山脈の山地が侮 岸まで
迫っているところが多く,セイタカアワダ
チソウの分布が阜いのは瀬戸内海沿岸の肺
TlT部に限られている.山口Al{では下関市や
工場地荷である小野L-Tl市,宇部市など北九
州の対作から柳井市,常同市まIC櫛戸内海
55yk(1975)
耶2F-S(l九州地方におけるセイタカアワダ
チソウの分布
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沿岸の全市とその間の市町村に分布している.この瀬戸内海沿岸の分布域は広島,岡山両
Ll.l･(二つrj:がり柚L仇 やIqULi)A;･ICどで人きri:i'･一 EH'港が托られる.止り1L吉川ほ ほ何泊の沿線て
まれに止られるF速度である.山陰で.'よ,LJ.･]三Ih,松iLIl川 ifや鳥取IJの川辺の鉄道線路ぞい
やす河川q)矧,'Jjなどでまれにやや大きな群落が.妃ら)Lる.兵Jfri県豊岡市の河川敷と矧UJ-に七
イタカ7ワダチソウIだけの大きri:n･:務があった.
LJq国地方では,香川県と愛嬢爪の全域に分布し,香川県ではJT･一群落になっているとこ
ろもある.徳島殿では退路ぞいに点在しているむ度である.
第3同 左(阪神地域に付するセイタカアワダチソウの分布
北九州とともに淑密に分布しているのが京阪神地域である.LL=場練を兼に向うとTrJl昭
に入ってす ぐ上郡駅付近から点在しているのが見られ,航路市の周辺でまとまった群落が
Tf二在するようになる.姫路TFlをはずれるといったん減少するが,明石市の西,魚†封寸近か
ら密生地が多くなる.新規に造成された宅地などが七イタカ7ワダチソウの伸一群落で占
められている.それから大阪府,京都肘を通り滋門W:南部までir.t鉄道の沿線,)TLl'路ぞいの
いたるところの乍地,造成地,休耕tlや休耕州lj:どがセイタカ7ワダチソウの大きな群落
で占められている,第3回に示したように大阪肘では脚下全域に分布するが,平たん地の
池ill,駐中,吹臥 茨木,枚方,大鹿,東大阪,八Jも 羽曳野,松原,節,兄大津などの
各市部にとくに多い.京都府では京都市以南の平たん地,京都,宇治両市と乙訓,久一臥
紙Li･:,相婆の各矧 ことくに多い.京阪神地方で七イタカ7ワダチソウの投入が目立つよう
になったのは昭和36年rLlからであるが,中井 (1949)は淀川堤防等にあることを報じて
おり,北九州にtj入したのと同じLi京阪神地方にも入ったようである.
東海地方では愛知県の名古h,I.柄,愛知郡,知多郡にqyいれ 妓申.I県や静岡児では市街地
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(.J道で他税と混牛している肝蕗は見ら九るが,そのはかではまれに点在している社度であ
る.名古屋市付近では昭和43年tjIからrJにつくようにfJ:っている.
茨城県では各段某改良背及所の協)〕を'(,rJl･て全県Fにわたって調イモが行なわれ,県南の'I･'l
ケ浦以西の全市町村に分布していることが確かめられた.古河,収手,屯ケ崎,水海道,
土浦,石岡の各市とiJ'若鳥郡,北札晦郡,稲敷郡,筑波部の全域および新治郡の桜,新治,
千代臥 玉.lJlの各村に分布していた.利根川おJ:び担道6b1線にそったrい町村が多い.千
斐県北部と利根川を附てて隣接した北N,篤郎守谷町にとくに浪襟に分布している.この茨
城県南部の分布域は千非県北部と埼J:県南部の分布域につながっている.昭和47年には
茨城県の石岡rl了や水J'市,埼_E鵬の鳩谷市付近でも目立つようになりている.耶燭県では
U棚 ]46J'1-･12月に棚生Tt了,佐波郎揖町,前橋市,Tr:紳銅了.沼田市で確認されており,はじ
めて侵入したのは昭和40年頃とされている.
JjJ7,4凶 本州･凶は･九州における七イ'L力7-ノクチソウの分11
東北地方では,宮城爪で仙台市周辺と県南海銭地 絡 こ家庭に栽植したのが退出したとち
られるものが若干あり,秋田市内でも耗肌されているものが認められている.秋It]県では
秋田市,大曲l凡 花輪町に分布している.北海道に分利しているのは主としてオオアワタ
チソウで,七イタカ7ワダす ソウのfl･人は明らかでfCい.L17-森W.･やiI手県にもほとんどtl<-c
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大していないのではないかとんちれる.
北陣では新潟県の新潟｢打,南胡原Eu,長JIVJ市,北魚fl]'郡,南魚沼郡で稀認されており,
宅地,工場用地などの埋立地では七イタカ7ワダIfソウだけの郡掛 こ近い状態になってい
るところがある.富山,石)Il,Ty,)ト各県ではIhlfJ=-j地のhl.1辺で一部にかなり密什していると
こ,')(･t見られるが,全般に広 く分布しているとこ/)はない.
七イタカ7ワjL'チソウは近故以曲の1t/-たん地全域に分布しており,北九州や点阪神には
本棟だけの大きい群落が多い戯r#.:分布地僻がある.東海以東での分布はそれより少なく,
茨城南西部周jdにまとまった分布地帯があるだけである.本社の分布と気配との幽係は末
だ明らかでないが,現在の分布は/<dL簡条件よりも人間の'i活とのr馴二'密接な開拓かありそ
うてある.セイタカアワダチソウが多い/li育地は鉄道線路ぞいや退路わきであ り,また住
宅の榔 Bや工場敷地などであり, 交通が 発適しているとこち, 人間c)生柄圏o)周辺に多
く分布している.森林の小には ほとんど入らず 山間地にも少ない, 阜くり地方では株高
200m以 ヒトt山間地となっているので, セイタカアワダチソウの分布域 もiT'<IL.･JL200m以 卜
として凶′示したのが第4凶である.しかし大分県では軌IL･)450m までの土地に分布が認め
られ,中国地方の山間の 国道ぞいでは 牒Ir;a400mでも/鞍.背してぶり, 今後の調査で標高-
200m以上の地帯の分布が'JIYIJ加する可能性はある.一方軌 ■:J2001Tl以下の地潤で未制水の
ため分布が確認されていない地帯も多いが.関東南部川)_百ではその).別相の分布状態からみ
て投入している可能性があり,少湿度の分布域と同じに拙･,た.しかし朗東の北隅から東
北内部と｣ヒ随の一部はその周辺の分布地.LH,･でもわ-TIJかにf三人Lている程度であり,分布巧＼
明とした.岩手札 l_tJ森9.i-,北海道では分11JれjJLJ.められていri:い.
考 察
1.生 育 地
七イタカアワダ+ソウi土広い櫛州の上躯条('I.に適応するようである.乾燥した土地にも
謹山閏な土地にも産前している.しかし混水した水Ijjには認められない,また山上で盛 卜さ
れた造成地,市的地の小の'iL的地のようなオ盲分の少ない土地でも盛んに生育している.]jL
-ni3,く分布している生育地は鉄道線輪ぞい,退路わきなど交通の頻繁なところ,fLt･0)描
辺や工場敷地など人間の生活雌の抑乱あるいは河川の堤防や河原である.河川の堤防や
河原も上流には相て ,多くはI打的地や橋梁日近に多く,人間の/i活と関旅が深い.七イタ
カ7ワF'ナソウの花は鮮明な瓜色であり,他の草花が少ない10月後半から11月にかけて
開花するので,住宅の近似に叔柏されたことが多い,-j如北地方やItJIE;=jで点在しているもの
にそこから逸出した_幼ETがあるようである.
JjL在研究中であるが,桃子から育ったセイタカアリプチソウ幼植物の′上背は迎い.し/~二
がって野草の耶洛中では競争に負け,また人手が入りたびたび段塔される土地では初期′l.
青かITい他のi'.T.柾に抑制されて定Zt･しにくいJ:うである.しかしわずかでも空閑地があっ
て,そこに足茄すると2'lFHからは秋に地下淡の先1.-ljiこ育ったp七.lJトからの生育がL･1･く
他の椿物を抑えて次第にひろがP),大きなirL-群落を形成するようになると考えられる.
草丈が2-3mにもなるので,セイタカアワダチソウの群落内では他の草木植物は口陰と
なf)/t育でき/亡い.七イタカ/ワ_Ill-ソウが出す分泌物が他の植物の'ヒ青を抑制する7レ
ロバシー (他感作川)も認められているか,肝沸構造rとのmJi度もiチ警するかほ末[!明らか
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でない.比較的人手が入らない工場敷地,道路)?杏,鉄道線路ぞし､,抑 Ilの堤防などにij='(.
一群落が認められるのは以上のような七イタカ7ワダチソウの1.'i･性によるのであろう.た
えず管理が行なわれている蛸醐地や普池畑には定着しにくいし,佼入しても大きな群落に
はなれず.他の草柾の中にまれに生育している樫度である.畑の周辺も人手が入るところ
てあり,大きな肝癌は少ない.(1(A:Jfu]にはかなり′ヒ育している.7ソケ- トによる分布.J,7J
息を行なったのは水LUの休耕制度が始まって2年rlの秋であるが,七イタカアワ〆ナソウ
の蝉-群落が認められた児さえあった.放棄mや放棄畑については,放棄されてからの年
数は不J朋であるが,種 々の段階の肺港がある.(棚 順 接に七イタカ7ワタチソウが定着し
た場合には短期間で七イタカアワJ/チソウの畔一群落が形成されるであろうが,休桝後年
数がたって他の草種が密生してしまった群掛 こは投入することが少なく,また位入しても
大きな耶落になるまでにほ年数がかかるであろう.新鋭造成地にibtいても同様な現象が起
こると考えられる.七イタカアワダナソウが放任するところは,最近造成されたか,他の
草都が密生したあとには入したかいずれかであろうし,大きな群落になっているところは
定丈r後ある祉度iJi数がたっているか,他の植物が生育していない土地に近着した場合-Cあ
ろう.
-i:イタカアワダチソウほ森林や自然草地には泣入せず,人ILuの手が入りしかも放任され
ている土地で蛙んに紫称する地物であると考えられる.
2.分 布
セイタカ7ワダチソウは北米原産であり,カナダの軸部から米Li]南部のフロリタ,テキ
サス州にわたって,西は71)/ナ,ニューメキシコlこまで分布している.七イタカアワタ
ナソウはカナダアキノキリンソウとよく似た地物であり,北米における両者の分布域もlよ
:tf同じでカナダからフpリタまで,ロッキー山脈の東側の北7メ')カ大陸の広大な地域に
わたっている (裾LU1971,BrittonandBrown1913). したがって気温に対する適応性
は非常に広く,わが国の北海退において,また本州や九州の高冷地においても生育するは
ずである.しかし現在は北海道や東北の北部には認められず,また本州や九州の軌 (占わ高
い山間にはごく局部的に散在しているだけである.今後これらの地帯にも次第にひろがる
可能性がある.なお,わが国ではカナダアキノキリンソウが野;牡.化しているところはせれ
であり,セイタカアワタチソウだけが広く分布している.島野 (1973)はセイタカアワダ
チソウの体触り]鋼さ巴体数が54で,6倍体であることが適応力が成人である原因ではない
かとしている.
定着した七イタカアワyナンウは地下茎に上って増赦して次鰐に人きfJ:群落になるが,
新しい L地に定着するときは主として槻子によると考えられる.種子には冠毛があり,1
株の優子着約数は5Jj粒にも及び (長はら,1967),稔314くほ群落の大きさ,IjFl花時期に
よって変動するが,発井J糾よかなりf･:.I;し､(比野 1973). したがって遠くまで矧汝した多く
の様子が発月二して止若し,各所に新しい群落を形成するnl能性がある.凪によって姐 fれ
るだけでなく,各種の交通殿関によって 選ばれるため,3'k道や道路の沿掛 二多いのであ
り,遠隔地に点在することもあると考えられる.セイタカアワダチソウの分布をひろげ
た原田に,讃蜂演者が緒軒として伐仙したことfjiあげられているが,全同的に分布がJろ
が一,ている原料 よ風や交油機関に上る届苗が主であ7)う.新しい 卜地で)発芽したしののiry
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くか肱帖物になれは,七イクカ717タ+ソウの分布のひ,Lがり,群落形成はこれまでより
はるかに早 く進行していたはすである.それをmJ書したのは発｣劉こ対する環境条件が悪 く
て,野外における種丁の発jX率はあまりJ･iくないうえに.幼旭物時代に他の植物との競争
に負けてL/E減するものが 多いためでは ないかと考えl:'れる, これらの点を解明しなけれ
ば,今後の分布のLhl)がりについて見通すことはできない.
現TJ=のわが脚 こおける分和は第4岡に小したとおりであるか,分布の矧度別に分けると
つぎのとおりである.
a.無- 将来浸入する=1-6El生はあるが,現在まで),土認められていない地域,
北海道と東北北部 (背麻札 岩丁･県).
b.極少- ごく一部に分布している.厳に的卜冊~られている程度で,今後自然に分布
が拡大するかどうかは不明である.
東北の両部 .恥部 (秋Li].山形,宮城,裾 t.I,の各県).東山 (長町児,山梨県).
C,少- 現-(t:一部に分布しているが,大きな群落は少ない.今後徐々に増加する･Fr能
性が大きい.
北椎 (新机, 1.I:I.'山,石川.i-I.I井の各県).胤如北部 (粧 tl.LyI長,栃木県,茨城県北
部).凶IA南都(絶島.高知両県).
d.中- 局所的には郎蕗を形成している杭 全城にはJろがっていない.今後急速に
増加する可能性がある.
IR-煉 lJ_q部 (東京郷と神奈川児),東海の一部 ([tJ'(･岡県, 岐阜Ll,L･).山陰 (点榔北
部,兵棚北部,鳥取,島根,山uリ.lJヒ部).九州南部 (纏本,宮崎,Rl'.児島).
e.多- L'f蕗を形成しているところがか/i:I)多いれ これまでは未だ全域にひろかっ
ていない.
凶東中東跳 (埼 Ii,茨城l醐 く,十斐).東海の一部 (愛知,三iri).近畿中lt･)部
(滋'1"L 奈良,不日歌山).鮒 J一内(ut)'l壬(岡山,広r:i,膚川,愛媛).九州中部 (佐
21,長崎).
f.極を- 近畿小袖釦 (京都吐 大阪札 兵棚LtlL･l-1-J部).九州北部 (払榊 県と大分札
山口県南阿部を含む)
なお沖純県にもは人か認められているが (初!:.I,1971),調1uほ末諏盤である.
以上.のような現在の分イL汀か今後どのように変化するか,その推移を見守らなければ/frJ
ない.すでに大阪府では防除法nJを行なっておI),兵畑,妃･宍粟郡の安掻叫やLJ｣崎町では有
志で侵入防止に舞めている.その他にも水枕の防除を行なっているところがあり,このよ
うな防除対策と本唖の繁姉力との相対的な旧師こよって増減いずれuj方向とたどるかか決
定 される一二.あろう.
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摘 要
近年,[1本において分布が急速にひろが っている七イタカ7ワダチ ソウ (Solidago
altlSSZmaL)の年育地と分布の状掛 こついて調査を石なった.
1971叫 こ全Lia各都道府県の雑草研究者に 調丑蓑を配布し,セイタカアワダチソウが分
布している都市名,生育地およびirf渚の状ア乱 侵入牛皮などの調査を依頼するとともに,
1971年～1973年の間に筆者ら自身で各地の鉄道 および道路の沿線の分布の状態を調査 し
た.
セイタカアワダチソウが多く侵入し,群落が形成されやすい と地は河川の矧汎 鉄道線
路ぞい,道路わきであるが,道路わきには大きな群落は少ない.住宅の周辺や河原,工場
敷地にも多く侵入しているが,人手か入る程度によって,あるいは川の状懐によって群落
の大きさが異なっている.川水路ぞい,新鋭造成地,放柔肌 放棄畑では,その上地の粂
件によって群落形成か朝j制される度Iいが大きく,侵入していないところも多い.畑の周
辺は傑人しているところは･/,かいが,群落形成は進んでいない.林縁や休耕L1には投入して
いるところは多くなく,群落も小さい.しかし休耕後の年数が短いのに,すでにノこきい単
一群落となっている休り腫】もある.管理作業がよく行なわれる樹J表他 や普通畑,自然条件
が過さない海)'Iiや森林では侵入しているところも少なく,まとまった群落にもな-1ていな
い.湛水された水Ljには侵入していない.
七イタカアワタチソウは近磯以西の平たん地全域に分布しており,北九州や京阪神には
本位だけの描落が多い披密分布地F.IH;がある.東海以東での分布は少なく,茨城典南西部周
辺にまとまった分布地帯があるだけである.人間の/=F.括闇の周辺や交通の発適していると
ころに多く分布しており,標高 200muFの土地を対象として,本州 ･四国 ･九州の分布
図を作製した.しかしBi-高400m以上の土地にも分布が認められており,今後は山間地や
北海道などの寒冷地にも侵入するL･J惰性はある.
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